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・中山間地域等直接支払制度により、農業

の生産条件が不利な中山間地域におい

て1,587haの農地が保全された。

・中山間地域の多面的機能の維持・増進を

図るため、今後も当該制度に係る協定締

結の推進を図ることが必要である。
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（２）生物多様性の保全

施策展開 平成26年度の主な取組状況 今後の方針・課題

① 生態系に応じた自然環境の保全と再生

② 野生鳥獣害対策と外来生物対策の推進

里地里山の保全

・河川管理施設を適切に維持管理するこ

とが重要であることから、河川内の雑草

や堆積土の除去を行うとともに、自治会

等に河川草刈り作業の委託を行った。

・堆積土除去については、緊急性や規模な

どを考慮し、必要箇所を精査しながら計

画的に取り組む。また、河川内の伐木に

ついても、河川への影響を考慮しながら

緊急性の高い箇所から計画的に対策を

講じていく。

水辺空間の保全・再生

・県内各地の自然環境の現状を把握し、自

然環境保全のための基礎資料を得るた

め、専門家に委託して、基礎型５地域、保

全型４地域の調査を実施した。

・学術調査は多くの時間を必要とするが、

データの蓄積は重要であることから、今

後も地道な調査活動を継続していくこ

とが必要である。

野生動植物の保護

・ビジターセンターの管理運営を尾瀬保

護財団に委託し、ミニツアーによる尾瀬

の自然解説、ビジターセンター、公衆ト

イレ、木道などの公共施設の維持管理を

行った。

・自然保護の意識の醸成や郷土を愛する

心を育むことを目的として、小中学校が

尾瀬において少人数のグループでガイ

ドを伴った環境学習を実施する場合に

尾瀬学校補助金を交付した。

・尾瀬の保護と適正利用の推進のために

は、利用者に対し尾瀬の自然について認

識を深めてもらうことが大切であり、現

地における活動が不可欠である。

・尾瀬学校については、内容の更なる充実

による実施校の拡大、山小屋に宿泊する

学校の増加に努める。

・鳥獣保護法の改正に伴い、６鳥獣種（イ

ノシシ、シカ、カモシカ、サル、クマ、カワ

ウ）の適正管理計画を策定・変更し、適正

な管理を推進した。

・農林業被害や自然環境被害が問題とな

っている野生鳥獣について、捕獲の強

化、侵入防止柵の設置、緩衝帯の整備を

行った。

・群馬県鳥獣被害対策基本方針に沿い、

「守る」「捕る」「知る」の対策を地域、市町

村、県等の協働により総合的、計画的に

実施する。

・捕獲の担い手の確保に努めるとともに、

新規に取得したわな猟免許所持者を対

象に研修会を開催し、捕獲技術の向上を

図る。

尾瀬保全対策

野生鳥獣対策の推進

・外来生物法で特定外来生物に指定され、

県内でも生息数の増加や分布域の拡大

が懸念されるアライグマ、アメリカミン

クについて、拡散状況を調査した。

・特定外来生物のオオキンケイギクの防

除について県ホームページに掲示する

とともに、要望のあった市町村にチラシ

を提供して連携を図った。

・アライグマによる被害が拡大している

ため、生息状況を明らかにするととも

に、駆除等の積極的な取組が必要であ

る。

・特定外来生物（植物）の運搬及び保管に

係る運用の普及啓発を進め、防除の気運

を高める。

外来生物対策の推進
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地球温暖化防止条例の確実
な運用

○○○○

地球温暖化対策実行計画の
推進

○○○○

新エネルギー推進 ○○○○
住宅用太陽光発電設備設置
に対する補助

○○○○

田沢発電所建設事業 ○○○○
公共交通機関利用促進 ○○○○
地方バス路線対策 ○○○○
市町村乗合バス振興対策 ○○○○
中小私鉄振興対策 ○○○○
渋滞の解消 ○○○○
次世代自動車の導入促進 ○○○○
ストップ温暖化県民アクション
推進

○○○○

レジ袋削減推進 ○○○○
環境ＧＳ認定制度 ○○○○

○○○○進推の得取証認10041OSI
○○○○備整網路・備整林森

○○○○策対収回ンロフ
1123151115201701）業事71（計

  　　　　　　　　　　　事業評価

事業

事業の必要性 将来像の実現、目標に対する貢献度 成果･活動指標の傾向評価 事業の手法・効率性

○関連する主な指標

指 標 名（状態） 計画前のデータ 最新のデータ めざす方向 備 考

千 2 　 千 2 千 2t-CO t-CO t-CO

・県内温室効果ガス排出量 2007 20,102 2012 18,840 2020 17,249

（全国温室効果ガス排出量） (2007 1,369,000) (2012 1,390,000)

・県内公共施設の太陽光発電量 2009 1,586 2013 11,047 増加kW kW

・県内の小水力発電導入 2009 18 地点 2014 39 地点 増加

・環境ＧＳ認定事業者数 2009 1,032 件 2014 2,040 件 2015 2,600 件 増加傾向

持維427,4243102231,4248002積面林森・ ahah

・林道・作業道新設延長 2007 143 年 2014 214 年 210 年km/ km/ km/
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・県立公園において、自然環境の保全と利

用者の安全性も含めて適切な利用を図

るため、ビジターセンターの管理や地域

団体の協力による公衆トイレの清掃、道

路や駐車場、公衆トイレ、登山道などの

維持・補修を実施した。

・森林公園において、給水施設揚水ポンプ

や転落防止柵等の改修を行い、利用者の

利便性と安心・安全の向上を図った。

・ぐんま天文台において、暗い夜空など星

を見るのに適した自然環境のもと、「大

型望遠鏡による観望会」や「流星群観察

会」などのプログラムを実施した。

・ぐんま昆虫の森において、昆虫を探し、

直接ふれあうことにより、発見する喜び

や感動を味わい、生き物と人間との関わ

りについて理解を深めてもらうことを

目的に、里山体験、自然観察会などを実

施した。

・県立公園や国立・国定公園は広大な区域

を管理しなければならないことや、気象

条件も厳しいことから、各施設の老朽化

が進んでいる。県有施設の改修などにつ

いて、安全性を優先し、効率的・効果的に

取り組むとともに、施設の管理などは地

元の協力を得て取り組む。

・県民が自然とのふれあいの場を求める

一方で、施設の老朽化など森林公園の魅

力が低下傾向である。そのため、自然環

境の保全に十分配慮しながら､県民が安

全で快適に施設を利用できるように施

設及び森林の維持・整備を実施してい

く。

・県立森林公園等をフィールドに幅広い

年代層向けの森林環境教育の企画をＮ

ＰＯやボランティア団体から募集して

委託実施した。

・県内各地域で行われる農業体験イベン

トやグリーン・ツーリズムキャラバン支

援を行うことにより、都市住民と農村住

民の交流を図った。

・森林環境教育については、参加者それぞ

れのニーズに合った企画内容を充実さ

せ、積極的な周知・広報活動に取り組む。

・県内には、グリーン・ツーリズムに適し

ているが未だ活用されていない地域資

源が数多く残っているので、地域の創意

工夫による地域資源の活用を支援する

必要がある。

資
　
料
　
編
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編

③ 自然とのふれあいの推進

④ 森林環境の保全と適正利用

ふれあいの「場」の確保

ふれあいの「機会」の

提供

・局地的豪雨により荒廃した山地渓流内

や山腹崩壊地等において、その速やかな

復旧整備を図った。また、水源かん養な

どの公益的機能が低下した森林の整備

を行った。

・洪水や渇水の緩和、良質な飲用水等の安

定的確保のため、水源かん養保安林を適

正に配備するとともに、保安林機能の維

持・強化を図っている。平成26年度は、

既設水源かん養保安林区域の近接地に

247haを指定した。

・治山事業については、優先・緊急度を検

討し、効率的な事業執行に努める。

・保安林に指定されると伐採や土地の形

質変更、森林以外への転用等が制限され

るなど、不動産としての評価が下がるた

め、森林所有者の同意が得にくく、保安

林の配備が計画的に進まない状況があ

るが、引き続き、市町村や森林組合と連

携して保安林制度について啓発を行い、

計画的な指定に努める。

水源かん養機能等の

高い森林づくり

・森林ボランティア団体をはじめ県民

を対象に安全講習会、技術指導、作業

器具の無償貸出を行った。

・森林ボランティア組織への活動指導

研修を実施した。

・森林ボランティア活動への県民の参

加促進や森林ボランティア団体、企業

活動の充実のため「森林ボランティア

支援センター」を拠点に情報の収集・

発信や技術指導、資機材の貸出しなど

一体的なサポートを行う。

森林環境の保全

・森林が多面的な機能を持続的に発揮

するためには、継続的な林業経営と木

材の循環利用が必要であることから、

県産材を使用した住宅建設に対する

助成や、教育関連施設、福祉関係施設

への県産材の利用促進を図った。

・県内で生産された木材を使って、県内

の大工・工務店が施工する木造住宅の

地産地消の流れを定着させる必要が

ある。

・県産材を利用することが、本県の森

林・林業の再生に繋がり、また、再生産

可能な資源である木材の利用が地球

温暖化対策にも重要であることを広

く県民に普及する。

再生可能資源である

県産木材の利用促進
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里地・棚田の保全整備 ○○○○
緑化推進対策 ○○○○
環境保全型農業推進 ○○○○
総合的病害虫・雑草管理（ＩＰ
Ｍ）技術推進

○○○○

中山間地域等直接支払制度 ○○○○
河川内の除草・伐木・堆積土
の除去

○○○○

環境に配慮した農業用排水
路等の整備

○○○○

ため池等の周辺整備 ○○○○
良好な自然環境を有する地
域学術調査

○○○○

自然環境保全地域整備 ○○○○
漁場環境対策 ○○○○
ビジターセンター運営 ○○○○
尾瀬学校 ○○○○
適正管理計画の推進 ○○○○
有害鳥獣対策 ○○○○
捕獲の担い手確保対策 ○○○○
特定外来生物対策 ○○○○
自然公園等整備（国立・国定
公園）

○○○○

県立公園の管理整備 ○○○○
森林公園整備 ○○○○
ぐんま天文台の運営 ○○○○
ぐんま昆虫の森の運営 ○○○○
首都圏自然歩道の整備 ○○○○
森林環境教育推進 ○○○○
グリーン・ツーリズム推進 ○○○○
青少年自然体験事業 ○○○○
治山事業 ○○○○
保安林の指定促進 ○○○○
森林整備・路網整備 ○○○○
ぐんまの木で家づくり支援事
業

○○○○

公共施設等県産材活用推進
事業

○○○○

森林ボランティア等推進 ○○○○
計（32事業） 11 21 1 27 1 3 11 5 16 25 6 1

  　　　　　　　　　　　事業評価

事業
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民の交流を図った。

・森林環境教育については、参加者それぞ

れのニーズに合った企画内容を充実さ

せ、積極的な周知・広報活動に取り組む。
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・局地的豪雨により荒廃した山地渓流内

や山腹崩壊地等において、その速やかな

復旧整備を図った。また、水源かん養な

どの公益的機能が低下した森林の整備

を行った。

・洪水や渇水の緩和、良質な飲用水等の安

定的確保のため、水源かん養保安林を適

正に配備するとともに、保安林機能の維

持・強化を図っている。平成26年度は、

既設水源かん養保安林区域の近接地に

247haを指定した。

・治山事業については、優先・緊急度を検

討し、効率的な事業執行に努める。

・保安林に指定されると伐採や土地の形

質変更、森林以外への転用等が制限され

るなど、不動産としての評価が下がるた

め、森林所有者の同意が得にくく、保安

林の配備が計画的に進まない状況があ

るが、引き続き、市町村や森林組合と連

携して保安林制度について啓発を行い、

計画的な指定に努める。

水源かん養機能等の

高い森林づくり

・森林ボランティア団体をはじめ県民

を対象に安全講習会、技術指導、作業

器具の無償貸出を行った。

・森林ボランティア組織への活動指導

研修を実施した。

・森林ボランティア活動への県民の参

加促進や森林ボランティア団体、企業

活動の充実のため「森林ボランティア

支援センター」を拠点に情報の収集・

発信や技術指導、資機材の貸出しなど

一体的なサポートを行う。

森林環境の保全

・森林が多面的な機能を持続的に発揮

するためには、継続的な林業経営と木

材の循環利用が必要であることから、

県産材を使用した住宅建設に対する

助成や、教育関連施設、福祉関係施設

への県産材の利用促進を図った。

・県内で生産された木材を使って、県内

の大工・工務店が施工する木造住宅の

地産地消の流れを定着させる必要が

ある。

・県産材を利用することが、本県の森

林・林業の再生に繋がり、また、再生産

可能な資源である木材の利用が地球

温暖化対策にも重要であることを広

く県民に普及する。

再生可能資源である

県産木材の利用促進
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里地・棚田の保全整備 ○○○○
緑化推進対策 ○○○○
環境保全型農業推進 ○○○○
総合的病害虫・雑草管理（ＩＰ
Ｍ）技術推進

○○○○

中山間地域等直接支払制度 ○○○○
河川内の除草・伐木・堆積土
の除去

○○○○

環境に配慮した農業用排水
路等の整備

○○○○

ため池等の周辺整備 ○○○○
良好な自然環境を有する地
域学術調査

○○○○

自然環境保全地域整備 ○○○○
漁場環境対策 ○○○○
ビジターセンター運営 ○○○○
尾瀬学校 ○○○○
適正管理計画の推進 ○○○○
有害鳥獣対策 ○○○○
捕獲の担い手確保対策 ○○○○
特定外来生物対策 ○○○○
自然公園等整備（国立・国定
公園）

○○○○

県立公園の管理整備 ○○○○
森林公園整備 ○○○○
ぐんま天文台の運営 ○○○○
ぐんま昆虫の森の運営 ○○○○
首都圏自然歩道の整備 ○○○○
森林環境教育推進 ○○○○
グリーン・ツーリズム推進 ○○○○
青少年自然体験事業 ○○○○
治山事業 ○○○○
保安林の指定促進 ○○○○
森林整備・路網整備 ○○○○
ぐんまの木で家づくり支援事
業

○○○○

公共施設等県産材活用推進
事業

○○○○

森林ボランティア等推進 ○○○○
計（32事業） 11 21 1 27 1 3 11 5 16 25 6 1

  　　　　　　　　　　　事業評価

事業

事業の必要性 将来像の実現、目標に対する貢献度 成果･活動指標の傾向評価 事業の手法・効率性


